
（様式１） 

北海道別海高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言 PartⅡ） 

全国の農業高校の行動計画 学校において令和８年度に重点化する取組及び具体的方策 

５つのミッション 

８つの行動計画 
行動計画の中で重点化する取組 

目標達成 

期  間 
具体的方策 

Ⅰ 

グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
で 人

材
を
育
て
る
学
校 

 

１ 

「生徒一人ひとりを一層輝か

せ成長させる教育」を行いま

す。 

(1)授業や行事等のねらい、目標の見直しをお

こない、目標達成に向けて自ら考え行動できる

態度を育成する。 

(2)地域のニーズに合った生徒の育成し、地域

で活躍できる人材を育成する。 

A 

 

 

 

A 

(1)記録簿の改善、確実な事前事後指導

をとおして、常に考え学び続ける姿勢

を育成できるように工夫する。 

(2)学校運営協議会等との連携により、

地域で求められているニーズを把握

し、それに合った教育課程の作成や外

部講師を活用した授業を実施する。 

２ 

「世界と日本をつなぐグロー

カル教育」を行います。 

(1)海外視察研修をとおして、国際的な視野を

醸成し、海外の農業と国内農業の違いを理解さ

せるとともに、それを生かした酪農経営を推進

できる学習を実施する。 

A (1)海外視察研修についての事前指導

と事後指導を丁寧におこない、帰国後

の報告会を実施するとともに、報告書

の作成を実施する。 

Ⅱ 

地
域
社
会
・
産
業
に 

寄
与
す
る
学
校 

３ 

「地域農業の生産を支える教

育」を行います。 

(1)地域農業や地域特性についての学習をとお

して、地域活性化に必要な事柄を探究し、関係

機関等との連携を図り、実施していく。 

B (1)様々な町の行事に参加することで、

地域の魅力を再認識すると同時に、関

連機関との連携とよりよい町作りに貢

献する。 

４ 

「地域の農業関連産業や６次

産業化に寄与する教育」を行

います。 

(1)プロジェクト学習の取組を工夫・充実させ、

地域農業の課題解決に向けた学習に取り組む。 

 

(2)保幼小中学校との連携事業を行い、食農教

育の充実を図るとともに、将来の地域産業を担

う人材を育成する。 

A 

 

 

B 

(1)研究活動により、酪農経営の実際に

関する研究、地域で創出された資源を

活用した加工品の製造に関するプロジ

ェクト学習を実施する。 

(2)出前授業の実施や圃場を活用した

作物等の栽培を実施する。 

Ⅲ 

地
球
環
境
を 

守
り
創
造
す
る
学
校 

５ 

「地球環境を守り、創造する

教育」を行います。 

(1)３年間をとおして植樹事業を実施し、国土

保全や環境創造に関する態度を造成する。 

 

(2)プロジェクト学習や授業をとおして、地域

の環境に関する課題解決に向けた教育を推進

する。 

B 

 

 

A 

(1)北海道開発局と連携し、全学年で苗

木の播種から鉢上げ、植樹活動を一貫

して実施する。 

(2)暑熱対策を中心とした、乳牛に優し

い飼育環境に関わるプロジェクト学習

を実施する。 

６ 

「地域資源を活用し、地域振

興の拠点となる教育」を行い

ます。 

(1)地域資源を活用した授業や実習を展開さ

せ、地域交流を図り、将来地域産業を担う人材

の育成を図る。 

B (1)地域の活動をとおして、フットパス

のガイド養成や整備、歴史学習会に取

り組む。 

(2)農業協同組合、改良普及センターと

の連携を充実させ、外部専門家を活用

した授業や実習を実施し、専門的で高

度な知識・技術の習得を図る。 

Ⅳ 

地
域
交
流
の 

拠
点
と
な
る
学
校 

７ 

「Society5.0 の時代に応じた

教育」を行います。 

(1)Society5.0 と SDGs との関係やスマート農

業について理解を深め、地域農業を担う人材の

育成を図る。 

A (1)地域の農業機械店等との連携をつ

くり、デモ機を活用した授業や実習、外

部講師を活用した出前授業などを実施

する。 

Ⅴ 

地
域
防
災
を 

推
進
す
る
学
校 

８ 

「地域防災を推進する教育」

を行います。 

(1)地域の自然災害や安全に関する教育を推進

する。 

A (1)１日防災学校や、農業と災害を絡め

た授業を展開し、生徒の意識を高める

ための教育を実施する。 

 


